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創業者の育成・支援を目指す 産業支援センターの使用料など決まる
　

令
和
元
年
内
灘
町
議
会
₁₂
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
や
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
と
改
正
、
請
負
契
約
の
締

結
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
規
約
な
ど

₁₉
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

建設中の産業支援センター
（保健センター隣接）

レンタルオフィス6室　3万4000円～5万4000円／月
研修室　600円／時間
会議室　300円／時間
コワーキングスペース　100円／日

補
正
予
算

一
般
会
計
︵
第
３
号
︶

１
億
５
５
７
０
万
円
の
増
額
、
総

額
₉₈
億
６
４
６
０
万
円
。

 

︵
全
員
賛
成
︶

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

︵
第
３
号
︶

１
億
６
８
５
万
円
の
増
額
、
総
額

27
億
２
４
０
０
万
円
。

 

︵
賛
成
10
人
：
反
対
２
人
︶

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 

︵
第
１
号
︶

９
０
０
万
円
の
増
額
、
総
額
３
億

１
１
５
０
万
円
。�

︵
全
員
賛
成
︶

介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
３
号
︶

₄0
万
円
の
増
額
、
総
額
20
億
１
７

５
０
万
円
。�

︵
全
員
賛
成
︶

条
例
の
制
定 

（
全
員
賛
成
）

条
例
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
と
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

新
設
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
と
報
酬
等
に
関
す
る
事
項

を
定
め
る
。

地
方
公
務
員
法
と
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

会
計
年
度
任
用
職
員
の
新
設
や
非

常
勤
特
別
職
に
該
当
す
る
職
務
が

厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
関

係
条
例
に
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
。

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

施
設
の
名
称
を
﹁
内
灘
町
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
と
し
、
位
置
と
施

設
使
用
料
等
を
定
め
る
。

条
例
の
改
正

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
準
じ
、
給
料
表
と

勤
勉
手
当
支
給
率
等
の
改
正
。
給

料
表
の
平
均
改
定
率
０
・
１
％
勤

勉
手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
１
・

₈₅
月
か
ら
１
・
₉0
月
に
改
め
る
。

�

︵
全
員
賛
成
︶

常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
。

年
間
支
給
月
数
を
３
・
3₅
月
か
ら

３
・
₄0
月
に
改
め
る
。

�

︵
賛
成
９
人
：
反
対
３
人
︶
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12月会議
3日～12日 創業者の育成・支援を目指す 産業支援センターの使用料など決まる
土地区画整理費 120万円
白帆台の住宅建設増加で電力入線負担金が増加。

補正予算の主な事業
・高齢者運転免許証返納報償金 77万円
　高齢者の運転免許証返納が当初見込みより増加。
・新エネ・省エネシステム設置費補助金 128万円
　太陽光発電と蓄電池セットの増加。
・子ども医療費助成金 1100万円
　助成件数が当初見込みより増加。
・私立保育園措置費 4310万円
　入所児童数が当初見込みより増加。
・地域生活支援事業 90万円
　日常生活用具給付等事業利用者の増加。

・障害者自立支援給付費 4905万円
　障害福祉サービス利用者の増加等。
・後期高齢者医療事業費 245万円
　後期高齢者の人間ドック助成の増加等。
・観光振興事業費 200万円
　内灘海岸に向かう道路に多言語標識を設置。
・小学校管理費 350万円
　空調設備設置に伴う電気使用量が増加。

議
会
の
議
員
報
酬
と
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
。

年
間
支
給
月
数
を
３
・
3₅
月
か
ら

３
・
₄0
月
に
改
め
る
。

�

︵
賛
成
８
人
：
反
対
４
人
︶

霊
園
条
例

一
般
墓
地
と
合
葬
墓
の
申
込
み
基

準
の
改
正
の
ほ
か
、
一
般
墓
地
等

の
使
用
料
と
年
間
管
理
料
を
改
定
。

�

︵
全
員
賛
成
︶

※ 

関
連
す
る
委
員
会
質
疑
は
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

水
道
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例

国
の
通
知
に
基
づ
き
、
町
の
公
共

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法

の
規
定
を
適
用
さ
せ
る
た
め
、
既

存
の
関
係
す
る
条
例
の
所
要
の
改

正
。�

︵
全
員
賛
成
︶

請
負
契
約
の
締
結

 

︵
全
員
賛
成
︶

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

 

︵
２
系
反
応
タ
ン
ク
設
備
機
械
︶

契
約
相
手�

㈱
柿
本
商
会

契
約
金
額

１
億
３
６
１
９
万
６
５
０
０
円

工
期　
　
　
令
和
２
年
３
月
27
日

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

 

︵
２
系
反
応
タ
ン
ク
設
備
電
気
︶

契
約
相
手

㈱
ジ
ェ
ス
ク
ホ
リ
ウ
チ
金
沢
支
店

契
約
金
額７

９
０
７
万
９
０
０
０
円

工
期　
　
　
令
和
２
年
３
月
27
日

指
定
管
理 

（
全
員
賛
成
）

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

展
望
温
泉
ほ
の
ぼ
の
湯
・
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
体
育
施
設

︵
内
灘
町
野
球
場
等
︶
の
指
定
管

理
者
に
一
般
財
団
法
人
内
灘
町
公

共
施
設
管
理
公
社
を
指
定

指
定
期
間
は
い
ず
れ
も
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
。

組
合
規
約
の
変
更

 

︵
全
員
賛
成
︶

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約

組
合
の
経
費
の
支
弁
方
法
の
う
ち
、

下
水
汚
泥
処
理
施
設
建
設
に
係
る

賦
課
割
合
を
変
更
す
る
。
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審 査の
意 見 書要 

旨

　
学
校
現
場
に
お
け
る
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
課
題
に

対
応
し
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か

い
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
定
数
の
計
画

的
改
善
に
よ
る
教
職
員
の
多
忙
化
の
抜
本
的
解
消
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
に

お
け
る
日
本
の
教
育
機
関
に
対
す
る
公
財
政
支
出
は
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２・９
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
４・０
％
を
下

回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
山
積
す
る
教
育
問
題
の
解

決
を
図
り
、
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
学
び
の
質
を
高

め
る
た
め
に
、
教
育
予
算
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
、

効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
豊

か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
教
職
員
定
数
改
善
計
画

の
策
定
、
実
施
と
教
育
予
算
の
拡
充
を
行
な
う
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

可 

決

（
賛
成　
11
人
：
反
対
１
人
）

◎
提
出
議
員�

清
水　
文
雄

◎
賛
成
議
員�

�

恩
道　
正
博
、
生
田　
勇
人

�

七
田　
満
男　
　
　
　
　
　

議
会
議
案
第
８
号

氏　名
議　案

土つ
ち

屋や　
克か

つ

之ゆ
き

西に
し

尾お　
雄ゆ

う

次じ

米よ
ね

田だ　
一か

ず

香か

磯い
そ

貝が
い　
幸ゆ

き

博ひ
ろ

小こ

谷た
に　
一か

ず

也や

七し
ち

田だ　
満み

つ

男お

生い
く

田た　
勇は

や

人と

恩お
ん

道ど
う　
正ま

さ

博ひ
ろ

北き
た

川が
わ　
悦え

つ

子こ

夷い

藤と
う　
　
満

み
つ
る

清し

水み
ず　
文ふ

み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

南み
な
み　　
守も

り

雄お

議案第65号　�令和元年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × － 〇
議案第72号　�常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × － 〇

議案第73号　�議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例について 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × － 〇

議会議案第8号　�教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書の提
出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 － 〇

〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

12月会議で賛否の分かれた議案一覧

年4回
議会だより
が届く

➡ ✚
感想・評価
アンケート
返信

年1回
意見交換会

議会広報対策特別委員会では、
町民の皆さまから「うちなだ議会だより」の紙面に関するご意見やご感想をいただき、
親しみやすく、読みやすい紙面づくりに取り組みたいと考えています。
あなたの声をお聴かせください。

住所資格
内灘町にお住いの方

任期
2年間
（令和2年5月1日から）
募集人数
10人以内

活動内容
議会だよりについて、所定の用紙に意
見・感想を回答のうえ返送。その他、広
報委員との意見交換会等への出席。

申込み期限
3月23日（月）

申込み先
議会事務局
（TEL：286-6715　FAX：286-6711）

※議会HPからもご応募いただけます。
※応募多数の場合は年代・性別・地区などを考慮し選考させていただきます。

議会だよりモニ
ター募集 !!

年4回 感想・評価

あなたの声をお聴かせください。

議会だよりモニ
ター募集 !!

議会だよりモニ
ター募集 !!

議会だよりモニ
ター募集 !!
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
一
般
墓
地
と
合
葬
墓
の
申
込
み
基
準
の
改
正

の
ほ
か
、
使
用
料
と
管
理
料
を
改
定
す
る
霊
園

条
例
の
一
部
改
正
の
条
例
を
審
議
し
た
。

　

��

区
画
管
理
料
で
修
繕
・
維
持
管
理
費
用

を
賄
え
な
い
の
か
。

　

�	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
や
老
朽
化
が

著
し
い
園
路
舗
装
の
ひ
び
割
れ
、
縁
石
の
傾

き
、
給
水
管
の
漏
水
等
で
修
繕
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら
年
額

３
０
０
０
円
の
管
理
料
を
令
和
２
年
度
か
ら

３
５
０
０
円
に
改
定
し
た
い
。
管
理
料
は
年

間
約
１
５
０
万
円
の
増
加
と
な
る
。

　

��

永
代
使
用
料
は
他
の
市
町
と
比
較
し
て

ど
う
な
の
か
。

　

�	

内
灘
町
は
Ａ
型
（
６
㎡
）
で
現
行
39
万
円

が
、
改
定
後
45
万
円
。
津
幡
町
は
50
万
円
～

55
万
円
。
金
沢
市
は
調
査
し
て
い
な
い
。

　

��

町
外
か
ら
の
移
住
者
（
１
年
未
満
）
に

も
使
用
を
認
め
る
の
か
。

　

�	

使
用
を
認
め
る
が
、
永
代
使
用
料
は
１
・

５
倍
で
焼
骨
を
所
持
す
る
人
に
限
ら
れ
る
。

　

��

無
縁
墓
及
び
土
地
の
取
り
扱
い
は
。

　

�	

お
墓
に
紙
を
貼
り
、
２
年
ほ
ど
か
け
て
、

承
継
者
を
確
認
す
る
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

��
幹
３
号
向
粟
崎
線
道
路
標
識
多
言
語
化

工
事
の
内
容
は
。

　

�	

観
光
目
的
と
し
て
、
内
灘
駅
か
ら
海
岸
ま

で
に
多
言
語
（
英
語
・
中
国
語
・
日
本
語
）

標
識
を
３
カ
所
、
路
面
標
示
を
５
カ
所
設
置

す
る
。

問答問答問答

問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

　

大
根
布
小
は
今
冬
か
ら
暖
房
方
式
を
ボ
イ

ラ
ー
式
か
ら
エ
ア
コ
ン
式
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
委
員
会
で
は
学
校
の
暖
房
方
式
の
変

更
方
針
等
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　

��

小
中
学
校
の
電
気
料
で
多
額
の
増
額
補

正
を
計
上
し
て
い
る
が
、
増
加
の
主
な
理

由
は
冷
房
費
用
が
、
か
さ
ん
だ
せ
い
か
。

　

�	

小
学
校
の
電
気
料
増
加
要
因
は
、
今
夏
の

冷
房
費
が
増
加
し
た
た
め
と
今
冬
の
暖
房
費

の
増
加
を
見
込
ん
だ
も
の
だ
。

　

��

小
学
校
の
暖
房
方
式
は
ボ
イ
ラ
ー
式
と

エ
ア
コ
ン
式
が
混
在
し
て
い
る
が
、
基
本

的
な
姿
勢
を
問
う
。

　

�	

今
後
は
順
次
エ
ア
コ
ン
式
の
方
向
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

��

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
金
の
補
正
予
算
の
増
額

理
由
は
何
か
。

　

�	

特
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
太
陽
光
と

蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
に
し
た
補
助
金
で
、
近
年

の
災
害
に
よ
る
電
気
供
給
の
不
足
が
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　

��

学
校
は
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
施

設
な
の
で
、
教
育
委
員
会
所
管
の
個
別
施

設
計
画
で
は
体
育
館
の
ト
イ
レ
ス
ペ
ー
ス

は
拡
大
の
方
向
で
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

�	

予
算
的
な
面
か
ら
も
財
政
部
局
と
の
協
議

が
必
要
な
の
で
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
そ
の
他
の
体
育
施
設
も
一
部
は
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
改
修
時
に
は
そ
う
し

た
側
面
も
配
慮
し
た
い
。

　

��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
使
え
る
の
は
、
い
つ
か
ら
か
。

　

�	

令
和
３
年
の
３
月
か
ら
本
格
導
入
と
な
る
。

　

��

保
険
証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
化
さ

れ
た
ら
、
そ
れ
以
外
に
保
険
証
の
選
択
肢

は
、
な
く
な
る
の
か
。

　

�	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
と

ど
ち
ら
も
使
え
る
併
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問答問答

問答問答問答問答

小
学
校
の
暖
房

ボ
イ
ラ
ー
式
か
ら
エ
ア
コ
ン
式
に
順
次
移
行

内
灘
町
霊
園

要
件
及
び
使
用
料
の
改
定

バリアフリー化された園路

よい環境で学んでね

◎
清
水
文
雄　
○
小
谷
一
也　
夷
藤　
満

　
生
田
勇
人　
　
磯
貝
幸
博　
西
尾
雄
次

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
七
田
満
男　
〇
恩
道
正
博　
南　
守
雄

　
北
川
悦
子　
　
米
田
一
香　
土
屋
克
之

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
12
月
）
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【視察先】
三重県桑

くわ
名
な
市
し

（桑名市立中央図書館）
奈良県生

い
駒
こま
市
し

（介護予防事業）
大阪府八

や
尾
お
市
し

（八尾市立図書館）

　
静
岡
県
浜
松
市
の
沿
岸
域
防
潮
堤
整
備
事
業
は
、
浜
松
市
で
創

業
し
た
一
条
工
務
店
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
津
波
防
潮
堤
整
備
資
金
と

し
て
の
３
０
０
億
円
の
寄
付
申
し
出
を
、
静
岡
県
が
受
け
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。
市
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
、
自

然
環
境
、
植
栽
計
画
の
各
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地

元
市
民
か
ら
の
要
望
、
提
案
、
意
見
等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
対
象
区
間
は
、
浜
名
湖
入
口
東
岸
か
ら
天
竜
川
西
岸
の
延
長

約
17
・
５
㎞
で
す
。

　
ひ
と
り
の
純
粋
な
郷
土
愛
が
地
域
を
ひ
と
つ
に
し
た
オ
ー
ル
浜

松
の
壮
大
な
防
潮
堤
工
事
模
様
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
三
カ
所
の

視
察
を
通
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
知
恵
と
思
い
を
感
じ
取
れ
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
教
訓
と
し
た
い
で
す
。�

（
土
屋　
克
之
）

オ
ー
ル
浜
松
で
巨
大
防
潮
堤

	

【
視
察
】
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

【
日
程
】
11
月
18
日
～
20
日

　
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
は
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
設
計
、
建
設
し
、

運
営
す
る
日
本
初
の
図
書
館
で
、自
動
化
書
庫
、自
動
貸
出
機（
Ｉ

Ｃ
タ
グ
）
を
備
え
た
近
代
的
な
図
書
館
で
し
た
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
が
主
導
と
な
る
の
で
、
自

治
体
の
初
期
投
資
費
用
が
抑
え
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
に
補
助
金
が
使
用
で
き
ず
、
長
期
間
、
自

治
体
か
ら
管
理
費
な
ど
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
自

治
体
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
八
尾
市
立
図
書
館
は
市
内
４
カ
所
の
図
書
館
中
、
中
央
的
図
書

館
機
能
を
有
す
る
施
設
の
た
め
、
直
営
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
図

書
の
管
理
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
用
し
て
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
盗
難
抑
止
し
て
い
ま
す
。
貸
出
に

は
読
書
通
帳
機
の
Ｉ
Ｃ
読
み
取
り
セ
ン
サ
ー
箇
所
に
本
を
置
く
事

に
よ
り
、
銀
行
の
通
帳
の
よ
う
な
も
の
に
貸
出
が
印
字
さ
れ
、
貸

出
を
記
帳
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、特
に
、子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

楽
し
ん
で
頻
繁
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
も
明
る
く
通
路
が
広
く
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
本
棚
、
テ
ー

ブ
ル
な
ど
に
木
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
雰
囲
気
の
良
い
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
図

書
館
で
し
た
。（

小
谷　
一
也
）

図
書
館
建
設
に
向
け
て

	

【
視
察
】
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

	

【
日
程
】
11
月
19
日
～
21
日

【視察先】
・静岡県浜

はま
松
まつ
市
し
（防災対策事業）

・愛知県碧
へき
南
なん
市
し
・安
あん
城
じょう
市
し
（油
あぶら
ヶ
が
淵
ふち
水辺公園）

・愛知県小
こ
牧
まき
市
し
（観光施策）

防潮堤の高さは13メートル

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
と

は
、
公
共
施
設
の
設
計
、
建
設
、
維

持
管
理
及
び
運
営
に
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
民
間
主
導
で
行
な
う
こ
と
で
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
と
い
う
考
え
方
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

創
立
70
周
年
記
念
永
年
功
労
者
表
彰

南
　
守
雄

　
議
員

　
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
社
会

の
振
興
発
展
と
住
民
自
治
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
、
12
月
３
日
に
中
川
達

議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

読書通帳機の説明

視
察
レ
ポ
ー
ト
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一
般
質
問
（
12
月
5
日
・
6
日
）11

人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

�………………………………… 8
・旭ケ丘、向粟崎保育所前に融雪装置を設置する考えは
・内灘町総合グラウンド整備の今後の計画について ほか2問

恩
おん

道
どう

　正
まさ

博
ひろ

�………………………………… 9
・災害時看護職ボランティア制度の導入について
・大根布崖地対策について ほか1問

小
こ

谷
たに

　一
かず

也
や

�……………………………… 10
・防災行政無線について
・子供の貧困について ほか1問

生
いく

田
た

　勇
はや

人
と

�……………………………… 11
・公共交通の連結連携について
・北部開発の進捗状況と今後の進め方について ほか1問

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

�……………………………… 12
・学校と特定教育・保育施設でのフッ化物洗口でむし歯予防
・乳幼児のロタワクチン定期接種化に伴う対応 ほか1問

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

�……………………………… 13
・介助者のコミュニティバス利用料無償にせよ
・通学路の安全確保に向けて問う ほか1問

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

�……………………………… 14
・死亡時の行政手続きについて
・高齢者の運転による事故の実態と防止対策について ほか1問

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

�……………………………… 15
・林帯遊歩道緑地帯を「公園」に指定せよ
・遺族手続き専用一元化窓口の設置を

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

�……………………………… 16
・浅野川線内灘駅前の看板がボロボロだ。町として立て替えの考
えはないか
・千鳥台1丁目・公民館付近の飛砂対策について聞く ほか2問

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

�……………………………… 17
・自然災害への対策について
・交通事故防止対策について

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

�……………………………… 18
・消費税10％増税後の暮らし対応策を問う
・長寿祝い事業の見直しを ほか1問

ボールが大好きな福くん
6カ月　♂
ミニうさぎ
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公
共
施
設
で
融
雪
装
置

が
な
い
の
は
何
カ
所
か
。

 

1₉
施
設
前
の
道
路
で
整

備
を
終
え
、
残
り
13
施
設
。

 

設
置
基
準
や
優
先
順
位

は
。
設
置
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
費
用
は
。

 

幹
線
道
路
、
急
な
坂
道
、

主
要
な
交
差
点
、
指
定
避
難

所
前
な
ど
の
中
か
ら
通
行
量

な
ど
で
判
断
し
て
い
る
。

　
費
用
は
、
井
戸
掘
削
を
含

め
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

約
１
億
２
０
０
０
万
円
。

 

旭
ケ
丘
公
民
館
前
と
向

粟
崎
保
育
所
に
面
す
る
道
路

は
、
大
き
な
カ
ー
ブ
で
冬
期

は
事
故
が
絶
え
な
い
。
一
日

も
早
い
融
雪
装
置
の
設
置
を
。

 

融
雪
整
備
計
画
に
基
づ

き
順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
、

指
摘
箇
所
も
計
画
に
含
ま
れ

て
い
る
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

 

完
成
か
ら
約
₄0
年
が
経

過
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
荒
れ

て
い
る
。
ま
た
管
理
棟
や
倉

庫
の
地
盤
が
沈
下
し
危
険
だ
。

　
陸
上
競
技
を
志
す
子
供
の

レ
ベ
ル
も
年
々
向
上
し
、
中

学
校
陸
上
競
技
部
は
、
県
内

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
も

多
く
将
来
が
楽
し
み
だ
。
４

年
前
か
ら
始
動
し
た
小
学
生

対
象
の
陸
上
教
室
は
、
募
集

を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
る
。

　
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画
は
。

 

体
育
施
設
個
別
施
設
計

画
の
中
で
、
管
理
棟
と
倉
庫

は
解
体
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
指
定
管
理
者
や
利

用
団
体
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

屋
内
練
習
場
を
兼
ね
備

え
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
改

修
す
べ
き
だ
。

 

屋
内
練
習
場
新
設
は
、

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

機
具
橋
に
河
川
水
を
利

用
し
た
融
雪
装
置
の
金
沢
市

や
県
と
の
協
議
状
況
は
。

 

協
議
に
向
け
調
査
を
行

な
っ
て
い
る
。

 

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に

助
成
金
制
度
を
創
設
せ
よ
。

 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

問答問答

問答

問

答問答

問答問答

保育所前に融雪装置を

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

町長　計画に基づき順次進めている

目指せ　オリンピック

スピード落とせ・スリップ注意！

一
般
質
問
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地
震
発
生
時
に
は
家
屋

の
倒
壊
、
道
路
の
破
損
、
火

災
等
で
多
数
の
負
傷
者
が
発

生
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機

能
停
止
等
で
診
療
機
能
の
低

下
が
予
想
さ
れ
る
。

　
避
難
所
は
応
急
救
護
所
と

し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
の
処

置
が
想
定
さ
れ
る
が
、
医
療

従
事
者
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
看
護

職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
登

録
制
度
を
導
入
し
、
医
療
救

護
体
制
の
強
化
を
図
れ
。

 

町
は
、
災
害
発
生
時
に

は
、
河
北
郡
市
医
師
会
や
金

沢
医
科
大
学
病
院
の
協
力
を

得
て
、
医
療
救
護
班
を
編
成

し
、
被
災
者
の
救
護
に
万
全

を
期
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
災
害
時
看
護
職
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
事
前
登
録
制
度
は
、

特
に
地
震
発
生
直
後
の
医
療

救
護
活
動
を
、
よ
り
迅
速
に

行
な
う
と
い
う
意
味
で
大
変

有
効
で
あ
り
、
先
進
事
例
等

も
参
考
に
、
制
度
の
導
入
に

向
け
て
検
討
す
る
。

大
根
布
地
区
崖
地
対
策

 

以
前
に
大
根
布
地
区
の

危
険
崖
地
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、
国
や
県
に
現
状
把
握

の
働
き
か
け
を
要
望
す
る
質

問
が
あ
り
、
町
は
、
県
に
対

し
て
現
況
調
査
を
強
く
要
望

す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
ま
た
、
５
カ
所
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
が
い
ず
れ
も
重

点
箇
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
崖
地
対
策
事
業
の
調

査
を
進
め
、
土
砂
災
害
対
策

事
業
の
推
進
を
図
る
べ
き
だ
。  

こ
れ
ま
で
大
根
布
地
区

で
は
、
土
砂
災
害
避
難
訓
練

及
び
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
と

共
に
住
民
自
ら
が
﹁
大
根
布

地
区
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
﹂
を
作
成
し
、
防
災
意

識
の
向
上
を
図
っ
た
。

　
町
は
、
今
年
７
月
と
10
月

に
県
砂
防
課
と
情
報
交
換
し
、

認
識
の
共
有
を
図
っ
て
お
り
、

県
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業

化
も
含
め
て
地
元
に
説
明
し
、

地
域
と
共
に
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

 

大
根
布
小
学
校
周
辺
の

道
路
側
溝
は
蓋
が
無
く
大
変

危
険
で
、
改
修
が
必
要
だ
。

 

周
辺
道
路
の
側
溝
を
蓋

つ
き
に
し
、
道
路
の
拡
幅
改

修
を
順
次
進
め
て
い
く
。

問

答

問

答

問答

石川県土砂災害情報システム
携帯でもパソコンでも閲覧可能

みんなで助け合い（町防災訓練）

看護職ボランティア事前登録制度の導入を
制度導入に向け検討　町長

恩
おん

道
どう

　正
まさ

博
ひろ

ウッチー

一
般
質
問
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災
害･

避
難
情
報
を
迅

速
に
伝
え
る
設
備
の
は
ず
が
、

聞
こ
え
な
い
。

　
従
来
型
の
ホ
ー
ン
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、
垂
直
方
向
の
音
の

広
が
り
が
大
き
い
た
め
、
ス

ピ
ー
カ
ー
の
近
隣
住
宅
に
対

し
騒
音
問
題
を
生
じ
る
。

　
近
隣
に
対
し
て
う
る
さ
く

な
く
、
遠
く
ま
で
聞
こ
え
る

次
世
代
型
防
災
用
ボ
ッ
ク
ス

型
ス
ピ
ー
カ
ー
へ
の
取
り
替

え
や
高
齢
者
世
帯
に
受
信
機

を
設
置
で
き
な
い
か
。

 

次
世
代
型
の
ス
ピ
ー
カ

ー
へ
の
取
り
替
え
及
び
高
齢

者
世
帯
へ
の
受
信
機
の
設
置

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　
聞
こ
え
に
く
い
場
合
は
防

災
行
政
無
線
音
声
確
認
ダ
イ

ヤ
ル
（286-1114

）
で

放
送
内
容
が
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
内
灘
町
安
全
・
安

心
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す

る
と
災
害
や
防
犯
情
報
を
個

人
の
メ
ー
ル
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

子
ど
も
の
貧
困

 

日
本
で
の
貧
困
は
所
得

を
基
準
に
考
え
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
先
進
国
は
所
得

だ
け
で
な
く
、
三
度
の
食
事

や
学
習
必
需
品
な
ど
、
子
供

が
必
要
と
す
る
物
や
生
活
が

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
貧
困

と
捉と

ら

え
る
。

　
国
で
は
令
和
２
年
度
、
子

供
の
貧
困
率
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、
統
一
指
標
で
全

国
調
査
を
実
施
す
る
方
向
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
独

自
に
実
態
調
査
を
し
た
か
。

 

町
で
は
、独
自
調
査
を

実
施
し
て
い
な
い
。し
か
し
、

所
得
状
況
等
に
よ
り
貧
困

状
況
を
確
認
し
、ひ
と
り
親

家
庭
等
児
童
奨
学
金
の
支
給
、

ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮

世
帯
の
児
童
の
学
習
支
援
、

内
灘
町
更
生
保
護
女
性
会
の

協
力
に
よ
る
子
ど
も
食
堂
な

ど
、対
策
を
講
じ
て
き
た
。

　
来
年
度
の
国
の
調
査
の
結

果
も
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
貧

困
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

町
内
の
ロ
ケ
地
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
し
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

内
灘
駅
、
金
沢
駅
も
て

な
し
ド
ー
ム
内
に
観
光
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。

問

答

問

答

問答

次世代型防災無線に取り替えを

小
こ

谷
たに

　一
かず

也
や

総務課長　286-1114で確認してほしい

更生保護女性会のみなさま
いつもありがとうございます

災害時に聞こえるのか？

ナディ

一
般
質
問
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

市
町
間
の
相
互
乗
り
入
れ
に

よ
る
連
結
は
、
喫
緊
の
課
題

だ
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
免

許
を
返
納
で
き
、
返
納
後
も

外
出
の
機
会
を
減
ら
す
こ
と

な
く
過
ご
せ
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
に

求
め
ら
れ
て
く
る
。

　
※
石
川
中
央
都
市
圏
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
く
協
議
内
容
が

な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。

隣
接
市
町
と
の
オ
ー
プ
ン
な

協
議
を
推
し
進
め
る
べ
き
だ
。  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
相

互
乗
り
入
れ
は
石
川
中
央
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

現
在
は
隣
接
す
る
金
沢
市
と

協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
後

は
か
ほ
く
市
・
津
幡
町
も
含

め
て
協
議
を
進
め
た
い
。

　
し
か
し
、
実
施
に
向
け
て

は
、
路
線
の
決
定
や
事
業
者

の
調
整
、
費
用
負
担
の
課
題

も
多
く
、
関
係
市
町
と
調
整

を
進
め
、
具
体
的
な
素
案
な

ど
が
ま
と
ま
れ
ば
議
会
に
示

し
た
い
。

北

部

開

発

 

宮
坂
・
白
帆
台
以
北
の

北
部
開
発
は
道
路
改
良
と
危

険
崖
地
の
解
消
、
農
地
整
備

と
灌か

ん

が
い
用
水
の
整
備
が
大

き
く
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
町

は
こ
れ
ら
を
一
気
に
進
捗
で

き
る
方
策
を
研
究
し
て
き
た

が
、
妙
案
が
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
大
き
く
関
連
す
る
抱
き
合

わ
せ
事
業
を
ま
ず
一
つ
一
つ

町
で
で
き
る
こ
と
か
ら
進
捗

さ
せ
事
業
を
継
続
し
、
県
・

国
へ
と
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。

 

危
険
崖
地
解
消
に
つ
な

が
る
町
道
幹
８
号
宮
坂
西
荒

屋
線
移
設
や
、
大
規
模
営
農

の
た
め
の
※
ほ
場
整
備
も
参

考
に
事
業
を
進
捗
さ
せ
た
い
。

　
全
体
を
見
据
え
た
標
高
や

掘
削
す
る
土
砂
の
処
理
な
ど
、

事
前
に
整
理
す
る
課
題
が
多

く
、
地
元
住
民
と
の
合
意
形

成
が
大
前
提
と
な
る
。

　
北
部
開
発
促
進
協
議
会
と

連
携
を
密
に
し
、
国
や
県
と

も
相
談
し
な
が
ら
着
実
に
進

め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

家
屋
の
解
体
費
用
が
高

騰
し
て
い
る
。
※
特
定
空
家

を
含
む
解
体
補
助
制
度
は
。

 

県
が
示
す
優
良
事
例
を

参
考
に
内
容
を
検
討
し
、
今

年
度
内
の
創
設
を
目
指
す
。

問

答

問

答

問答

白帆台以北の未来は

相互乗り入れで より便利になるといいな

コミュニティバスの相互乗り入れを
かほく市・津幡町を含め協議を進める　都市整備部長

生
いく

田
た

　勇
はや

人
と

※ 

石
川
中
央
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

社
会
に
あ
っ
て
も
活
力
あ

る
地
域
経
済
を
維
持
し
、

住
民
が
安
心
し
て
快
適
な

暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
圏
域
を
目
指
し
て
策

定
さ
れ
た
も
の
。金
沢
市・

白
山
市・か
ほ
く
市・野
々

市
市
・
津
幡
町
・
内
灘
町

で
構
成
さ
れ
る
。

※
ほ
場
整
備

　
耕
地
区
画
の
整
備
や
用

排
水
路
の
整
備
、農
道
の

整
備
な
ど
に
よ
っ
て
生
産

性
の
向
上
を
図
り
、農
業

環
境
を
整
え
る
こ
と
。

※
特
定
空
家

　
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
な
ど
著
し
く
危
険
で

衛
生
上
有
害
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
空
き
家
。

一
般
質
問
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特
定
教
育
・
保
育
施
設

と
学
校
で
の
※
フ
ッ
化
物
洗

口
の
実
施
状
況
は
。

 

特
定
教
育
・
保
育
施
設

で
は
町
内
の
私
立
施
設
１
カ

所
で
実
施
し
て
お
り
、
県
内

で
の
実
施
率
は
約
７
％
。
学

校
で
は
町
内
お
よ
び
県
内
の

実
施
は
な
い
。

　
全
国
の
実
施
率
は
平
成
2₈

年
３
月
時
点
で
、特
定
教
育・

保
育
施
設
約
21
％
、小
学
校

約
1₉
％
、中
学
校
約
８
％
。

 

特
定
教
育
・
保
育
施
設

と
学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
、
子
供
の
虫
歯
予
防

で
長
期
的
な
健
康
推
進
を
。

 

県
で
は
来
年
度
、
県
内

小
学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
の

モ
デ
ル
的
な
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。
モ
デ
ル
事
業
が
あ

れ
ば
町
で
も
検
討
し
た
い
。

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
で

の
実
施
は
補
助
金
も
含
め
、

各
施
設
と
の
協
議
を
行
な
い

検
討
す
る
。

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
無
料
化

 

こ
れ
ま
で
任
意
接
種
だ

っ
た
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
が
全
国
一
律
で
定
期
接

種
と
な
る
。
接
種
対
象
と
導

入
に
向
け
た
町
で
の
流
れ
は
。

 

令
和
２
年
８
月
生
ま
れ

以
降
の
乳
児
が
対
象
で
、
10

月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
新

年
度
当
初
予
算
に
費
用
を
計

上
予
定
。
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
、
接
種
対
象
児
の
保

護
者
へ
の
周
知
を
行
な
い
ス

ム
ー
ズ
な
導
入
に
取
り
組
む
。  

現
在
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接
種

費
用
へ
の
助
成
は
、
１
回
当

た
り
約
１
万
円
、
１
万
５
千

円
接
種
費
用
に
対
し
、
１
千

円
の
助
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
予
防
接
種
制
度
の
導
入

に
間
に
合
わ
な
い
子
ど
も
た

ち
に
町
独
自
で
無
料
で
予
防

接
種
が
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。

 

任
意
予
防
接
種
費
用
の

助
成
額
は
現
行
ど
お
り
を
予

定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

※
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
現
時
点
で

の
町
の
見
解
は
。

 

水
道
水
に
フ
ッ
化
物
を

添
加
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問答

問答

問答

問答

問答

フッ化物洗口で子供の虫歯予防を

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

子育て支援課長　町でも協議し検討する

すこやかな成長を（4カ月検診）

ブクブクうがいで虫歯バイバイ（千鳥台幼稚舎）

※
フ
ッ
化
物
洗
口

　
比
較
的
低
濃
度
の
フ
ッ

化
物
溶
液
を
用
い
て
、毎

日
も
し
く
は
週
に
１
回
、

30
秒
か
ら
１
分
間
ほ
ど
、

ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
す
る

安
全
性
が
高
く
、安
価
で

簡
便
な
虫
歯
の
予
防
方
法
。

※ 

水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ

ョ
ン

　
飲
料
水
中
に
存
在
す
る

フ
ッ
化
物
の
量
を
適
正
濃

度
に
調
整
し
、そ
の
飲
料

水
を
摂
取
す
る
こ
と
で
虫

歯
を
予
防
す
る
方
法
。Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

な
ど
の
国
際
的
・
国
家
的

な
専
門
機
関
が
安
全
性

と
効
果
を
保
証
し
て
お
り
、

普
及
を
支
持
し
て
い
る
。

一
般
質
問
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視
覚
障
害
者
を
例
に
挙

げ
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
通
院

な
ど
で
外
出
す
る
際
、
ヘ
ル

パ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
介
助
が
必
要
と
な
る
。
バ

ス
を
利
用
す
れ
ば
、
乗
車
賃

が
２
名
分
、
往
復
で
必
要
と

な
る
。

　
外
出
の
機
会
を
逸
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
通

院
な
ど
の
際
に
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
介
助
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
車
賃

を
無
償
化
で
き
な
い
か
。

 

町
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
及
び
２
級
の
方
に

は
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に

助
成
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
視
覚
障
害
者
の
同

行
援
護
や
移
動
支
援
な
ど
の

外
出
支
援
は
介
助
者
分
を
含

め
、
利
用
者
が
負
担
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
割
引
な
ど
は
し
て

い
な
い
が
、
他
市
町
の
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
介
助
者

分
の
乗
車
賃
無
償
化
な
ど
調

査
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
確
保

 

鶴
ケ
丘
小
学
校
の
通
学

路
の
舗
装
が
傷
み
、
縁
石
も

ガ
タ
つ
き
転
び
や
す
く
危
な

い
。
ま
た
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

な
ど
の
枝
葉
が
通
路
の
両
側

か
ら
張
り
出
し
、
児
童
生
徒

の
頭
や
雨
傘
に
接
触
す
る
。

さ
ら
に
数
本
あ
る
照
明
設
備

は
ラ
ン
プ
が
切
れ
て
お
り
、

真
っ
暗
に
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
舗
装
の
改
修
及
び
樹

木
の
剪
定
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
改
修
を
急
ぎ
、
通
学

路
の
安
全
確
保
に
努
め
よ
。

 

指
摘
の
あ
っ
た
通
路
は
、

鶴
ケ
丘
小
学
校
の
校
門
を
入

り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
裏
側

を
通
過
し
て
内
灘
中
学
校
側

ま
で
通
り
抜
け
ら
れ
る
鶴
ケ

丘
小
学
校
敷
地
内
に
あ
る
直

線
道
路
で
あ
り
、
中
学
生
や

小
学
生
、
一
般
の
方
も
通
行

し
て
い
る
。

　
利
用
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
樹
木
の
剪
定
、
通

路
の
補
修
を
検
討
し
て
い
く
。

　
な
お
、
照
明
の
球
切
れ
は

す
で
に
解
消
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

町
内
の
全
学
校
の
枯
れ

木
は
伐
採
し
、
樹
木
の
適
切

な
管
理
を
。

 

鶴
ケ
丘
小
学
校
で
伐
採

を
終
え
、
現
在
、
町
内
学
校

敷
地
内
に
枯
れ
木
は
な
い
。

問

答

問

答

問答

安心して通れるように

だれもが外出しやすいように

介助者のなだバス乗車賃を無償に
他市町を参考に調査研究する　町長

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

ミツバちゃん

一
般
質
問
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死
亡
届
出
手
続
き
の
手

順
と
流
れ
は
。

 

死
亡
届
は
葬
祭
業
者
に

よ
っ
て
届
け
ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
後
の
役

場
窓
口
で
必
要
な
手
続
き
を

一
覧
に
し
た
﹁
ご
家
族
が
亡

く
な
ら
れ
た
方
へ
﹂
と
い
う

案
内
チ
ラ
シ
を
葬
祭
業
者
か

ら
ご
遺
族
へ
渡
し
て
い
た
だ

く
。
後
日
、
ご
遺
族
が
来
庁

の
上
、
各
種
手
続
を
行
な
っ

て
い
た
だ
く
。
専
用
の
窓
口

は
な
い
も
の
の
、
ご
遺
族
は

窓
口
を
移
動
す
る
こ
と
な
く

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。

 

現
況
か
ら
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
も
、
専
用
の
窓

口
﹁
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
﹂

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

設
置
場
所
や
職
員
配
置

な
ど
課
題
も
あ
り
、
現
在
の

形
で
い
き
た
い
。

急
発
進
防
止
装
置
の
補
助

 

令
和
元
年
度
、
運
転
免

許
証
を
何
名
の
方
が
自
主
返

納
さ
れ
て
い
る
か
。

 

11
月
末
現
在
で
₉1
名
が

自
主
返
納
さ
れ
て
い
る
。

 

増
加
す
る
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
防
止
対
策
は
、

早
目
に
解
決
す
べ
き
大
切
な

課
題
で
あ
る
。
高
齢
者
の
運

転
免
許
返
納
を
促う

な
が

す
一
方
で
、

生
活
上
、
車
が
ど
う
し
て
も

必
要
な
方
が
相
当
数
い
る
こ

と
も
事
実
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
が
運
転

す
る
既
存
車
へ
の
後
づ
け
が

可
能
な
、
ペ
ダ
ル
踏
み
込
み

間
違
え
時
の
急
発
進
防
止
機

能
に
特
化
し
た
装
置
の
取
り

つ
け
を
進
め
る
た
め
に
、
購

入
補
助
を
行
な
っ
て
交
通
安

全
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

 

国
、
県
で
は
購
入
補
助

制
度
を
検
討
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
動
向
に
注
視

し
、
速
や
か
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

鶴
ケ
丘
県
営
住
宅
か
ら

千
鳥
台
を
抜
け
た
先
の
Ｔ
字

路
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を
。

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

に
向
け
、
進
め
て
い
く
。

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
１
カ
所
で
何
で
も
揃
う

こ
と（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
）。

問答

問答

問答問

答

問答

「おくやみコーナー」を設置せよ

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

町民福祉担当部長　設置場所など課題があり、できない

踏み間違い防止装置に補助を

小松市のお見送り手続きデスク

一
般
質
問
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超
高
齢
社
会
が
迫
っ
て

き
て
い
る
今
、
町
民
の
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
、
林
帯
遊
歩
道
に

公
園
の
機
能
を
持
た
せ
て
健

康
ゾ
ー
ン
的
な
公
園
化
を
図

る
べ
き
だ
。
財
源
確
保
策
と

し
て
公
園
化
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
獲
得
に
も
勉
め
よ
。

　
ま
た
、
※
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
や
防
災
公
園
の
設

置
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
等
の
整

備
を
図
り
、
公
園
的
機
能
を

充
実
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。  

都
市
生
活
に
ゆ
と
り
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
林

帯
遊
歩
道
は
、
内
灘
町
の
貴

重
な
資
源
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
や
健
康
寿
命
延
伸
を
図

る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

貴
重
な
財
産
を
し
っ
か
り
と

管
理
す
る
と
と
も
に
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
に
も
努
め
る
。

　
今
後
の
整
備
に
は
森
林
環

境
譲
与
税
や
様
々
な
財
源
を

検
討
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

遺
族
窓
口
の
一
本
化

 

高
齢
者
世
帯
で
世
帯
主

が
亡
く
な
る
と
、
高
齢
な
ご

遺
族
が
役
場
窓
口
で
様
々
な

届
け
出
書
類
を
作
成
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
連
れ
合
い
を
亡

く
し
て
心
身
を
疲
弊
さ
せ
て

い
る
ご
遺
族
の
た
め
に
、
担

当
課
の
職
員
が
入
れ
代
わ
り

立
ち
代
わ
り
で
対
応
す
る
内

灘
町
の
方
式
で
は
な
く
、
小

松
市
や
白
山
市
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
よ
う
に
、
一
人
の

職
員
に
よ
る
遺
族
窓
口
体
制

を
作
れ
。

 

死
亡
届
け
出
関
連
の
手

続
き
は
、
業
務
の
範
囲
が
幅

広
く
、
一
人
の
職
員
で
す
べ

て
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
本
町
で
は
、
ご
遺
族
が
役

場
内
を
移
動
す
る
こ
と
な
く

そ
れ
ぞ
れ
専
門
知
識
を
有
す

る
各
課
の
職
員
が
窓
口
に
出

向
い
て
対
応
す
る
。

　
※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
方
式
で

進
め
て
い
る
こ
と
で
、
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問

答

白山市のおくやみ手続きコーナー

財源確保で機能充実を

林帯遊歩道を健康ゾーン的な公園に
健康寿命延伸に活用したい　町長

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

※
森
林
環
境
譲
与
税

　
森
林
環
境
税
と
し
て
国

に
集
め
ら
れ
た
税
の
全
額

が
、基
準
に
沿
っ
て
市
町

村
・
都
道
府
県
に
配
分
さ

れ
る
。
森
林
整
備
、
人
材

の
育
成
及
び
確
保
、普
及

啓
発
、木
材
の
利
用
促
進

な
ど
の
施
策
に
要
す
る
費

用
に
充
て
ら
れ
る
。

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
Ｐ
1₄
参
照

一
般
質
問
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町
の
玄
関
口
で
あ
る
内

灘
駅
前
の
標
語
看
板
は
、
ボ

ロ
ボ
ロ
で
文
字
が
読
め
な
い
。

観
光
客
等
に
与
え
る
町
の
イ

メ
ー
ジ
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

改
修
が
必
要
だ
。

 

設
置
か
ら
37
年
余
り
が

経
過
し
、
劣
化
が
激
し
く
危

険
性
が
あ
る
。
交
通
安
全
の

観
点
か
ら
も
撤
去
し
た
い
。

看
板
に
は
標
語
が
謳う

た

っ
て
あ

り
、
今
後
、
別
の
場
所
で
の

設
置
を
検
討
し
た
い
。

 

外
国
人
を
含
む
観
光
客

を
歓
迎
し
、
町
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
看
板
に
変
え
て
は
。

　
内
灘
と
い
え
ば
内
灘
闘
争

だ
。
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
内
灘
海
岸
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

﹁
よ
う
こ
そ  

ピ
ー
ス 

ナ
ダ

ビ
ー
﹂
と
か
。
若
い
人
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
公
募
も
一

つ
の
考
え
だ
。

 

看
板
を
建
て
替
え
る
場

合
の
標
語
の
公
募
も
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

千
鳥
台
１
丁
目
飛
砂
対
策

 

千
鳥
台
公
民
館
付
近
は
、

強
い
風
が
吹
く
と
農
地
か
ら

飛
砂
が
周
辺
の
道
路
は
も
と

よ
り
、
公
民
館
周
辺
の
民
家

の
玄
関
先
ま
で
吹
き
込
み
、

堆
積
し
て
大
変
な
状
況
だ
。

　
平
成
27
年
３
月
会
議
で
も

質
問
し
、
町
は
﹁
飛
砂
対
策

の
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
堆
積
し

た
砂
は
重
機
等
で
除
去
し
て

い
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
潅か

ん

漑が
い

組

合
と
も
対
策
を
協
議
す
る
。﹂

と
の
答
弁
だ
っ
た
。
今
後
の

対
策
を
聞
く
。

 

農
道
は
、
冬
季
間
は
も

ち
ろ
ん
年
間
を
通
じ
適
正
に

管
理
を
行
な
う
。
ネ
ッ
ト
は
、

冬
は
少
し
長
め
の
期
間
設
置

す
る
予
定
だ
。

 

ネ
ッ
ト
は
、
よ
り
効
果

的
に
な
る
よ
う
に
、
今
よ
り

高
く
設
置
で
き
な
い
か
。

 

ネ
ッ
ト
の
高
さ
と
長
さ

は
、
相
手
方
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

灌か
ん

漑が
い

組
合
と
も
協
議
し
、
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
さ

ら
に
具
体
化
し
た
基
本
構
想
、

計
画
の
策
定
は
。

 

観
光
振
興
の
実
現
に
向

け
各
種
施
策
を
進
め
て
お
り
、

策
定
す
る
考
え
は
な
い
。

 

米
軍
試
射
場
射
撃
指
揮

所
跡
を
整
備
し
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
せ
よ
。

 

町
指
定
文
化
財
で
、
観

光
資
源
と
し
て
も
大
変
重
要

で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

問答

問答

問

答問答

問答問答

駅前の看板がボロボロだ

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

総務部長　撤去して別の場所で検討

飛砂との闘いは続く

町の顔にふさわしい看板に

一
般
質
問
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千
年
に
一
度
程
度
の
大

規
模
の
降
雨
、
高
潮
に
対
応

し
た
浸
水
想
定
を
実
施
し
、

避
難
方
法
な
ど
を
住
民
に
適

切
に
周
知
す
る
た
め
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
マ
ッ
プ

は
い
つ
で
き
る
の
か
。

 

令
和
元
年
度
末
に
策
定

し
、
令
和
２
年
度
早
々
に
全

戸
配
布
し
た
い
。
防
災
マ
ッ

プ
は
新
た
に
作
成
し
、
避
難

行
動
を
含
め
防
災
に
関
す
る

最
新
の
情
報
を
盛
り
込
む
。

 

町
中
で
想
定
浸
水
の
表

示
な
ど
見
え
る
化
が
必
要
だ
。

 

先
進
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
調
査
研
究
を
し
た
い
。

 

※
安
全
・
安
心
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
登
録
希
望
者
に
は
、

公
民
館
主
事
は
進
ん
で
手
伝

う
べ
き
だ
。

 

登
録
の
協
力
は
公
民
館

主
事
も
含
め
て
職
員
な
ど
で

の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

交
通
安
全
防
止
対
策

 

政
府
は
₆₅
歳
以
上
を
対

象
に
、
※
サ
ポ
カ
ー
や
後
づ

け
で
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違

い
を
防
止
す
る
装
置
の
購
入

補
助
を
検
討
し
て
い
る
が
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
補

助
対
象
か
。
町
独
自
で
購
入

費
用
の
助
成
を
。

 

確
認
で
き
て
い
な
い
。

町
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

 

※
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
早

急
に
設
置
せ
よ
。

 

町
内
全
て
の
保
育
施
設

で
日
常
的
に
集
団
移
動
す
る

経
路
の
安
全
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の

設
定
は
、
各
施
設
の
管
理
者

や
関
係
機
関
と
現
在
協
議
し

て
い
る
。

 

学
校
周
辺
の
歩
道
に
消

雪
装
置
を
整
備
せ
よ
。

 

機
械
で
の
除
雪
を
実
施

し
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
調
査
研
究
し
た
い
。

問答

問答問答

問答問

答問答

大津市で設置されたキッズゾーン（福井新聞抜粋）

安全・安心情報サービスの登録はホームページから
自分のメールアドレスを入力してね

想定される浸水を見える化せよ
調査研究していきたい　町長

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

※ 

安
全
・
安
心
情
報
サ
ー

ビ
ス

　
災
害
情
報
・
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
と

緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
携

帯
電
話
や
ス
マ
ホ
に
情
報

発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
。

※
サ
ポ
カ
ー

　
セ
ー
フ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
の
略
称
で
、自
動

安
全
ブ
レ
ー
キ
装
置
な
ど

を
搭
載
し
た
車
。

※
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

　
原
則
、保
育
施
設
の
半

径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
設

置
。園
外
活
動
時
の
見
守

り
強
化
や
路
面
に
文
字
を

表
示
し
、注
意
喚
起
を
図

る
も
の
。

一
般
質
問

17 うちなだ議会だより  第140号　令和2年2月5日17



 

過
去
に
消
費
税
率
が
８

％
に
増
税
と
な
り
、
経
済
が

悪
化
し
た
。
増
税
前
の
５
％

に
戻
し
、
暮
ら
し
を
応
援
す

る
こ
と
で
日
本
経
済
を
成
長

の
軌
道
に
乗
せ
て
、
税
収
を

増
や
す
こ
と
が
、
と
る
べ
き

政
策
と
思
う
が
、
町
長
は
今

回
の
消
費
税
率
増
税
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
前
回
増
税
後
に
経

済
効
果
の
あ
っ
た
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
再
度
、

実
施
せ
よ
。

 

増
税
後
２
カ
月
余
り
が

経
過
し
、
暮
ら
し
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
国
で
は
、
消
費
税
率
の
改

定
に
あ
わ
せ
軽
減
税
率
の
導

入
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
、

消
費
者
の
負
担
軽
減
対
策
や

景
気
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
、
景
気
動
向
や
国
の

経
済
対
策
を
注
視
し
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
含
め

必
要
な
対
応
策
を
検
討
す
る
。

長
寿
お
祝
い
制
度

 

平
成
30
年
度
か
ら
満
１

０
０
歳
は
祝
金
５
万
円
と
商

品
券
５
万
円
、
満
₈₈
歳
は
３

万
円
の
商
品
券
、
満
7₅
歳
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券

５
０
０
０
円
分
と
な
っ
た
。

変
更
に
不
満
の
声
が
多
い
。

　
平
成
30
年
度
の
お
祝
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券

使
用
者
は
何
人
か
。

 

7₅
歳
で
お
祝
い
の
回
数

券
を
辞
退
さ
れ
た
方
は
21
件

で
、
使
用
状
況
は
不
明
。

 

お
祝
い
に
、
ほ
の
ぼ
の

湯
回
数
券
を
追
加
せ
よ
。
ま

た
、
１
０
０
歳
の
お
祝
い
は

現
金
10
万
円
に
再
検
討
せ
よ
。

 

お
祝
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
回
数
券
は
、
外
出

の
機
会
を
増
や
し
、
介
護
予

防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
げ
、
元
気
で
長
生
き
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
。

　
１
０
０
歳
の
商
品
券
は
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
で
、

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

国
保
の
子
供
の
均
等
割

軽
減
で
、
子
育
て
世
帯
の
軽

減
を
図
れ
。

 

国
保
に
加
入
し
て
い
な

い
方
と
の
公
平
性
、
平
等
性

の
観
点
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

問

答

問答

問答

問答

住宅リフォーム助成制度の再実施を

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

町長　国の経済対策を注視

いつまでもお元気で（はまなす大学）

お得なキャッシュレス　目印はこの表示

千鳥おばあちゃん

一
般
質
問
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁 答　弁

補助制度の活用と設置を調査研究する
　国では 2020 年の東京オリンピックの開催
や近年の外国人観光客の増加に伴い、今後、さ
らに公衆無線 LAN の設置箇所を増やす意向で
ある。こうしたことを踏まえて、引き続き効果
的な設置方法や有利な財源を模索したい。

学校の改修工事に合わせて移転する
　鶴ケ丘学童保育クラブは、鶴ケ丘小学校内
に空き教室が2つしかなく、現在使用している
保健センターは、小学校と隣接していること
から移転しない。内灘学童保育クラブは、大根
布小学校の改修工事に合わせて、学校内に移
転を考えている。

その後

その後

安定したインターネット環境を 大規模改修が予定されている大根布小学校

令和2年2学期から
大根布小学校内に開設予定

　令和2年2学期から大根布小学校内に内
灘学童保育クラブを移転する予定。

公共施設に公衆無線LAN
を設置せよ

　観光地づくりの推進や町民向けの防災、さ
らに健康増進、福祉、地産地消などのサービ
ス向上を図る上でも、これからは公共施設等
に公衆無線LANの設置が必要でないか。

平成28年3月会議  恩道　正博

学童保育クラブを
小学校内に移転せよ

　学校から離れた場所で運営されている学童
保育2カ所（鶴ケ丘学童保育クラブ、内灘学
童保育クラブ）を学校内に移転する考えはあ
るのか。

平成31年3月会議  夷藤　　満

　役場来庁者の情報取得・発信の利便性向
上のため、公衆無線LANアクセスポイン
トを設置しました。その他公共施設は、現
在検討中です。

平成29年8月
役場1階町民談話コーナー

（自動販売機コーナー）に設置
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1部あたりの単価は39.06円です。
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議
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郡
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報
対
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特
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土
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克
之
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員
長　

米
田　

一
香
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員　

恩
道　

正
博

　

委　
　

員　

小
谷　

一
也

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

3月会議の一般質問は 3 月 4・5
日午前 10 時からです。詳しくは町
ホームページをご覧ください。
傍聴の受付は当日、庁舎3階エレベー
ター横で行なっています。

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ ④町の団体シリーズ ⑧

　

元
号
が
令
和
に
改
ま
り
、
初

め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
子
年
と
い
う
事
で
あ

り
「
繁
栄
」
の
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本

経
済
が
大
き
く
成
長
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
が

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
内
灘
町

民
が
幸
せ
に
す
ご
せ
る
よ
う
に
、

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

内
灘
町
議
会
議
員
と
し
て
の

自
覚
を
し
っ
か
り
持
ち
、
町
民

全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
信
頼

さ
れ
る
行
動
を
取
り
、
町
の
発

展
に
寄
与
し
て
、
さ
ら
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
も
一
年
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

�

〔
小
谷　

一
也
〕

◆
活
動
の
目
的
は
？

○
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、

地
域
の
活
動
に
参
加
し
、
会

員
の
親
睦
と
連
帯
意
識
を
深

め
、
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
今
の
名
称
に
な
っ
た
の
は
い

つ
か
ら
で
す
か
。

○
以
前
は
大
根
布
老
人
会
で
し

た
が
、
平
成
6
年
に
現
在
の

名
称
に
変
わ
り
ま
し
た
。

◆
会
員
数
は
。

○
現
在
1
6
5
名
、う
ち
80
歳

以
上
が
93
名
。
一
番
多
い
時

で
約
2
5
0
名
で
し
た
。

◆
年
間
の
行
事
や
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
主
な
行
事
は
、新
年
祝
賀
会
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
年

2
回
）、神
社
境
内
・
公
民
館

駐
車
場
等
の
清
掃
活
動
や

花
壇
の
水
や
り
、
研
修
旅
行
、

物
故
者
法
要
な
ど
多
彩
に
わ

た
り
ま
す
。

◆
公
民
館
活
動
と
の
連
携
は
。

○
公
民
館
で
毎
月
開
催
さ
れ
る
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン「
ひ
ま
わ

り
」に
約
40
～
50
名
が
参
加

し
、
健
康
づ
く
り
・
交
通
安

全
・
趣
味
を
活
か
し
た
手
芸
・

振
込
詐
欺
防
止
等
に
活
か
し

て
い
ま
す
。

◆
他
の
活
動
は
。

〇
金
沢
医
科
大
学
看
護
学
部
の

課
外
実
習
が
公
民
館
で
行
な

わ
れ
る
際
も
参
加
・
協
力
し
、

会
員
の
病
気
予
防
と
健
康
増

進
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

〇
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

整
備
さ
れ
た
大
根
布
公
民
館

を
活
動
拠
点
に
、
仲
間
づ
く

り
を
通
じ
て
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
や
地
区
の
社
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
自
然
環
境
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
、
街
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

恩
道 

正
博

今
回
は
大
根
布
平
成
ク
ラ

ブ
会
長
の
小こ

池い
け

田だ

稔み
の
る

さ
ん

に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

令和2年新年祝賀会
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